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司~

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
修
行
の
一
環
と
し
て
三
味
を
説
く
経
典
に
は

阿
合
経
典
も
挙
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
部
派
仏
教
の
論
出
向

も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
大
乗
仏
教
経
典
の
ほ
と
ん
ど

も
そ
う
で
あ
る
。
本
項
で
は
こ
れ
以
上
の
言
及
を
し
な
い
。
興
味
の

あ
る
人
は
各
続
出
川
に
直
接
当
た
り
、
い
か
に
仏
教
で
は
精
神
統
一
の

耽
質
性
が
説
か
れ
た
か
、
そ
し
て
精
神
統
一
に
よ
る
功
徳
が
仏
へ
の

日
仰
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
か
を
学
ん
で
欲
し
い
。

【
三
味
の
思
想
】

一
一
.
昧
経
典
の
一
一
一
味
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
訴
の
サ
マ
!
デ
ィ

(
g
'

3

ん
宜
仁

3
4

章

M
HしV

ヨ
包

E
)
の
音
写
訴
で
、

J

ニ
摩
地
、
三
刷
用
徒
、
二
一
勝
帝
と
も
い
い
、

定
、
正
定
、
等
持
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
旧
択
で
は
サ
マ
l

パ
ッ
テ
ィ

-
C
ん
曹
は
っ

τ

レ

(
自
ヨm
w司
旦
丘
一
二
摩
鉢
底
、
等
至
、
正
受
、
正
定
現
前
)
と
サ
マ

l

ヒ

S

ん
ま

F

た

タ
(
包
ヨ
喜
一
Z

一
一
一
階
一
明
多
、
等
引
、
勝
定
)
と
混
同
し
て
一
一
一
味
と
択

す
こ
と
が
あ
る
。
心
を
統
一
し
、
一
つ
の
対
象
に
集
中
さ
せ
て
散
り

ー
ん
レ
つ
-
e
t
a
p
t
-
a
ヲ

乱
さ
な
い
宗
教
的
限
想
〈
心
一
境
性
)
の
境
地
の
こ
と
で
あ
る
の

す
な
わ
ち
、
修
行
に
よ
っ
て
心
が
放
浪
す
る
の
を
防
ぎ
、
安
ら
か
で

静
か
な
状
態
を
得
る
こ
と
を
一
一
一
味
と
言
い
、
心
が
こ
の
状
態
に
迷
し

た
と
き
に
正
し
い
智
慧
が
起
こ
っ
て
悟
り
を
得
る
と
言
わ
れ
る
。
有

部
で
は
す
べ
て
の
心
と
と
も
に
働
く
梢
神
作
川
(
十
大
地
法
)
、
峨

識
で
は
特
殊
な
対
象
に
決
定
し
て
い
る
心
の
は
た
ら
き
(
五
別
境
)
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完
成
を
行
な
う
重
要
な
修
行
の
一
つ
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
三
味
と
仰
は
本
来
別
の
慨
念
で
あ
る
が
、
三
味
は
心

を
統
一
し
一
つ
の
対
象
に
集
中
さ
せ
て
散
り
乱
さ
な
い
境
地
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
状
態
に
い
た
る
修
練
を
抑
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
前

述
の
『
大
正
大
蔵
経
経
集
部
索
引
』
の
典
滞
解
題
が
「
一
一
一
味
経
類
」

と
「
抑
続
顛
」
を
分
頬
し
、
一
二
昧
続
頬
が
榔
定
に
よ
る
内
観
の
世
界

を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
神
経
顛
が
実
践
の
手
ほ

ど
き
と
定
義
す
る
の
も
こ
の
区
別
に
法
づ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
こ
と
は
逆
に
三
味
の
訴
が
広
義
に
は
問
抑
八
定
や
そ
の
他
の
仰
定

の
状
態
も
合
め
て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も

リ
ト
住
路
盤
沙
論h
巻
第
十
一
(
大
正
二
六
、
八
二
.
ト
)
で
は
一
つ
の

怠
日
比
と
し
て
、
そ
れ
を
認
め
て
い
る
の

阿
合
・
ニ
カ
1

ヤ
の
中
で
一
二
昧
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る

ゴ
・Je
-
-

昧
‘
と
一
一
A

わ
れ
、
そ
れ
に
は
一
.
つ
の
稀
類
が
あ
る
。
一
つ
に
は

先
の
尋
と
何
の
有
無
に
よ
っ
て
一
一
一
つ
の
段
階
に
分
け
た
も
の
で
、
初

神
お
よ
び
本
.
全
店
は
布
尋
有
何
:
J

摩
地
、
中
間
定
(
小
間
静
慮
〉
は

ど

A
r
b
A

無
尋
唯
伺
コ
.
摩
地
、
第
.
一
抑
(
第
二
一
静
慮
)
の
近
分
以
上
は
無
碍
無

何
一
二
摩
地
と
す
る
，

も
う
一
つ
は
人
と
訟
と
が
飛
で
あ
る
こ
と
を
観
じ
る
んγ一
一
一
.
昧
\

渋
別
の
相
を
離
れ
た
位
…
相
;
.
昧
\
願
求
の
忠
を
捨
て
た
寸
無
願
一
二

:昧llH_l部8 

の
一
つ
に
数
え
て
、
心
の
は
た
ら
き
(
心
所
)
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
892
 

経
既
部
な
ら
び
に
吋
成
実
論
』
な
ど
で
は
心
所
と
し
て
別
に
体
が
あ2

る
と
は
し
な
い
の

ま
た
、
神
経
典
の
抑
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
l

ナ

(
S
3
2
・
司
仙
一
一
一
』

g
g
)

の
音
写
語
、
特
に
北
西
イ
ン
ド
か
ら
中
央

叫
ん
抱

ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
方
言
を
介
し
て
の
苛
写
訴
で
あ
り
、
神
加
と
も

官
写
さ
れ
劇
的
慮
と
意
訳
さ
れ
る
。
神
定
と
い
う
訳
語
は
こ
の
音

写
で
あ
る
仰
と
先
に
見
た
一
二
昧
を
怠
味
す
る
定
を
合
わ
せ
た
語
句
で

あ
る
と
も
さ
れ
る
。

R
5
3
2
は
イ
ン
ド
精
神
文
化
の
代
表
と
も
言

え
る
ヨ

l

ガ
の
修
行
の
一
段
階
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
成
・
定
・
態

の
一
一
一
学
、
あ
る
い
は
問
抑
八
定
と
し
て
係
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
う

・
L
・

A
-
vし，
・a
，

h
l，
‘

ち
、
四
仰
と
は
初
神
(
初
静
慮
)
か
ら
第
四
神
ま
で
、
窓
識
が
分
別

し
て
よ
ろ
こ
ぶ
降
、
限
な
ど
の
五
識
が
無
分
別
に
よ
ろ
こ
ぶ
楽
、
概

ι
ι
t
 

観
す
る
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
尋
と
対
象
を
微
細
に
考
察
す
る
例
が

順
次
に
消
滅
し
て
い
っ
て
、
す
べ
て
の
感
情
が
止
ま
る
修
行
の
段
階

で
あ
る
。
八
定
は
こ
の
第
四
神
よ
り
さ
ら
に
卜
一
の
段
階
で
あ
る
四
無

色
定
(
無
辺
処
定
・
識
無
辺
処
定
・
無
所
有
処
定
・
非
怨
非
非
怨

処
定
)
と
問
仰
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
抑
定
は
、
大

乗
仏
教
に
雫
つ
て
は
苔
醸
が
銅
山
換
に
去
る
た
め
に
実
践
す
べ
き
六
積

，
サ
J
U
ら
A
つ

の
徳
目
で
あ
る
六
波
線
蜜
の
第
五
喬
日
に
位
殿
づ
け
ら
れ
、
智
慧
の

昧
」
の
三
コ
一
昧
で
あ
る
。
初
期
の
大
乗
経
典
に
見
る
一
一
一
味
も
ま
た
こ

の
「
一
一
二
一
一
味
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
阿
閑
仏
国
経
』
『
大
阿
弥
陀

経
ら
な
ど
に
特
別
の
三
味
が
見
い
だ
せ
ず
、
吋
小
口
問
般
芳
経

h
も
「
常

時
菩
薩
日
間
」
を
除
い
て
は
こ
の
三
コ
一
味
以
外
の
三
昧
を
伝
承
し
な
い

こ
と
か
ら
鏡
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
の
大
乗
経
典
を
見

る
と
、
経
典
自
体
や
、
そ
の
巾
の
あ
る
市
(
日
川
)
で
一
つ
の
三
味
を

詳
し
く
説
明
し
た
り
、
あ
る
い
は
略
し
て
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
も
の
、

名
前
を
挙
げ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
の
す
な
わ
ち
、
大
乗
で
は
経
典
の

数
だ
け
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
ト
.
の
一
一
一
味
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
、
数
百
に
の
ぼ
る
種
々
の
三
味
が
あ
る
と
ぎ
わ
れ
る
。

大
乗
仏
教
の
成
虫
し
つ
つ
あ
る
時
代
に
は
一
一
一
味
が
経
典
の
主
要
な

質
素
で
あ
っ
た
。
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る
吋
般
舟
三
味
続
h
(
字
。
.

G
ミ
苫
S
h
H
1

守
主
佐
官
1
8

ヨ
ヨ
足
、w
b
q
b句与
な
お1
8
3
h

民
玄
1
包

m
s

-
十
店
現
花
仏
悉
作
的
以
内
血
統
い
)
は
縦
断
砲
の
示
す
と
お
り
稀
仏
現
前

J
J
.味
、
あ
る
い
は
仏
立
三
味
と
い
わ
れ
、
現
在
両
前
に
諸
仏
を
見
る

一
二
昧
を
説
き
、
効
川
な
ど
を
詳
し
く
説
明
す
る
あ
こ
の
よ
う
に
、
大

乗
仏
教
に
お
い
て
仏
の
制
好
色
身
を
見
る
一
見
仏
」
の
た
め
の
三
味

と
い
う
大
き
な
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

e

一
一
一
味
状
態
で

の
怠
識
の
集
中
す
る
対
象
と
し
て
仏
が
鼠
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い

わ
ば
「
日
比
仏
い
の
側
耐
が
突
出
し
、
具
体
的
で
特
定
の
仏
に
対
す
る

:l39 
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的
仰
を
生
む
に
い
た
る
。

い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
で
は
二
つ
の
舵
界
に
二
人
の
仏
陀
が
同
時

に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
と
司
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
釈
迦

ホ
尼
仏
が
入
滅
し
て
か
ら
弥
勧
持
磁
が
こ
の
般
に
現
わ
れ
る
ま
で
は

無
仏
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
仏
陀
か
ら
直
接
に
教
え
を
聞
け

る
時
代
で
は
な
い
。
あ
る
者
は
誠
仏
を
旅
み
山
す
陪
と
し
て
の
ー
般

軒
続
」
を
無
仏
の
時
代
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
し
、
ま
た
あ
る
荷
は

仏
陀
の
悦
っ
た
法
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
他H
遍
な
真
即
一
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
字
仰
の
東
南
.
尚
北
・
問
維
・
上
下
の
ト
方
の
険
界
に
は

こ
ん
げ
ん
S
L
v
w
q
u
'

無
数
の
仏
陀
が
現
在
に
も
存
在
し
説
法
し
て
い
る
(
今
現
在
説
法
)

と
考
え
た
。
十
方
世
界
の
星
々
に
無
数
の
仏
陀
が
い
た
と
し
て
も
、

開
浮
挺
も
一
一
一
千
大
千
世
界
も
無
数
に
存
花
す
る
か
ら
、
先
に
述
べ
た

二
つ
の
位
界
に
二
人
の
仏
陀
が
同
時
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
定
義
に
背
か
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
十
方
諸
仏
の

存
夜
に
つ
い
て
は
『
大
智
度
論
』
(
大
正
二
五
、
一
二
問
中
ー
一
一
一
五

上
)
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
空
間
的
に
広

が
っ
た
諸
仏
の
相
好
色
身
を
二
一
味
中
に
見
ょ
う
と
す
る
観
仏
一
一
一
味
、

あ
る
い
は
念
仏
三
昧
は
大
乗
仏
教
の
説
く
三
味
の
大
き
な
特
徴
と
言

え
る
の
吋
般
舟
三
味
経
』
巻
上
「
行
口
問
」
に
は
「
聞
く
所
の
西
・
万
阿
弥

陀
仏
利
、
当
に
彼
の
方
の
仏
を
念
ず
ベ
し
、
成
を
欠
く
こ
と
を
得
ざ

:.Bt l 静典!郎

の
論
文
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
一
一
一
味
経
典
が
中
同
仏
教
に

与
え
た
影
響
を
以
下
に
略
説
し
て
お
く
。

一
一
一
味
経
典
の
小
閑
仏
教
へ
の
影
縄
問
は
、
後
漢
時
代
の
安
世
尚
(
一

五
O
年
ご
ろ
)
に
よ
る
抑
観
に
関
す
る
経
典
の
翻
訳
に
始
ま
る
の
彼

の
寸
陰
持
入
経
い
(
大
正
一
五
Z
0・8
ω
、
一
七
二
一i

一
八
O
)
は
煩

悩
を
抑
定
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

道
安
に
よ
る
二
一
味
経
典
の
普
及
に
よ
っ
て
、
北
方
の
前
楽
と
後
秦
で

抑
観
の
修
習
が
峨
ん
と
な
る
。
法
護
訳
の
『
等
M

菩
雌
所
間
二
一
味

続
h
吋
漸
備
一
切
符
徳
経
い
吋
如
来
独
託
内
解
一
一
一
昧
一
様

h
な
ど
は
、
道

安
の
思
想
の
基
調
で
あ
る
抑
定
と
般
若
、
強
び
に
解
脱
と
の
関
係
の

実
践
的
な
修
行
路
線
を
形
成
し
た
と
弓
わ
れ
る
(
五
続
出
脈
問
郎
守
中

同
仏
教
思
惣
の
形
成
い
問
八
一
氏
以
下
)
れ
ま
た
鳩
摩
縦
什
(
穴
巳
ヨ
帥
・

2
言
"
)
以
降
、
大
乗
抑
な
る
も
の
が
明
確
化
し
て
い
く
。
『
機
伸
一
一

4

昧
続
川
(
1文
献
印
刷
介
‘
怠
照
)
な
ど
を
舶
め
と
す
る
続
典
は
抑
艇
の

名
で
前
ん
じ
ら
れ
た
れ
中
岡
で
五
停
心
観
と
呼
ば
れ
る
安
般
(
帥
B


B
E

数
息
)
・
.
小
作
・
怒
心
・
同
級
・
念
仏
の
五
つ
の
抑
制
を
民
一
本

と
す
る
こ
れ
ら
の
抑
縦
断
削
は
、
後
に
.
大
台
宗
の
止
観
や
仰
山
が
な
ど
小

同
独
自
の
修
行
体
系
を
成
立
さ
せ
る
，
縦
什
訳
の
吋
供
抑
一
一
一
味
続
い

を
、
開
中
の
抑
続
t
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
仏
陀
猷
陀
縦
(
回E
S
ω
・

5
包

E
)
の
訳
し
た
吋
述
摩
多
線
神
経
い
(
「
文
献
紹
介
し
怠
附
り
は

8 

れ
。
一
心
に
念
ず
る
こ
と
務
し
は
一
段
夜
、
活
し
は
七
日
じ
復
す
れ

ば
、
七
日
を
過
ぎ
て
以
後
阿
弥
陀
仏
を
見
る
。
覚
に
お
い
て
見
ず
、

夢
中
に
お
い
て
こ
れ
を
見
る
な
り
。
嘗
え
ば
人
の
夢
中
に
見
る
と
こ

ろ
の
ご
と
し
」
(
太
正
一
三
、
九
O
五
上
)
と
説
き
、
ま
た
川
択
の

吋
革
厳
経ι
第
七
「
賢
首
答
厳
口
問
」
に
は
「
ま
た
光
明
を
肱
つ
を
見
仏

と
名
づ
く
の
か
の
光
明
の
者
を
党
併
せ
し
む
。
念
仏
三
昧
は
必
ず
見

仏
す
二
五
々
(
大
正
九
、
四
三
七
下
)
と
伝
承
す
る
の
は
、
観
仏
・
念

仏
三
昧
一
に
よ
っ
て
見
仏
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

【
中
国
へ
の
伝
播
】

い
わ
ゆ
る
コ
一
味
経
典
の
中
悶
へ
の
伝
婦
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

そ
れ
は
三
味
経
典
の
訳
出
と
い
う
こ
と
が
主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
訳
続
史
研
究
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
一
一
一
味
級
山
内
の
中
間

で
の
受
容
を
考
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
分
野
で
は
大
南
飽
界
に

よ
っ
て
新
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
諮
る
こ

と
は
不
可
能
に
ち
か
い
の
先
に
も
触
れ
た
が
、
法
護
の
訳
級
に
三
味

に
関
説
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
言
い
表
わ
す
た
め
に
、
「
三
味
経

典
頬
」
と
い
う
償
問
表
現
が
当
時
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
発
想
さ
れ
る
経
典
グ

ル
ー
プ
が
逆
に
一
一
一
味
経
と
名
づ
け
ら
れ
る
経
典
を
多
川
さ
せ
た
こ
と

を
論
考
し
た
の
も
こ
の
論
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
般
終
的
に
は
こ

240 

「
蹴
山
の
抑
経
」
と
一
ば
わ
れ
、
市
地
の
抑
観
修
問
者
に
好
ん
で
読
諭

さ
れ
た
。
ま
た
中
悶
天
台
宗
の
開
組
で
あ
る
智
鎖
(
五
三
八

1

五
九

七
)
は
、
そ
の
著
吋
康
調
止
観
何
の
な
か
で
一
一
一
味
を
凹
つ
に
分
け
る

が
、
そ
の
中
の
常
行
コ
一
味
が
般
舟
三
味
に
あ
た
り
、
阿
弥
陀
仏
の
見

仏
に
関
わ
っ
て
く
る
。
中
国
浄
土
教
を
確
立
す
る
普
導
(
六
一
一
一A1

六
八
ご
は
そ
れ
を
受
け
、
日
本
の
浄
土
教
へ
と
つ
な
が
る
の

文
献
紹
介

こ
こ
で
は
主
た
る
一
一
一
味
経
典
に
つ
い
て
党
本
・
漢
訳
(
そ
の
異
訳

を
合
む
)
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
諸
中
央
ア
ジ
ア
話
訳
等
の
資
料
の
有
無
、

概
略
を
記
述
す
る
わ
経
典
数
が
多
い
の
で
【
一
一
一
昧
を
説
く
経
典
】
で

挙
げ
た
も
の
す
べ
て
は
胤
飢
え
な
い
れ

町
駅
船
出
一
町
制
h
晶
、
。
ぉ3E
S
S
E
H
B

【
内
容
】

司
円
初
厳
:
.
昧
経
ト
(
句
晶
、
急
宝
ヨ

h
z
h
Hヨ

b
k
bな
E
E

央
雌
的
な
行

進
の
一
つ
昧
と
い
う
経
)
は
ド
リ
ダ
マ
テ4
6
E
E

ヨ
旦
一
眼
掛
川
ま
た

は
昭
一
恵
活
様
)
が
主
人
公
と
し
て
技
場
し
、
仏
陀
と
の
対
話
を
通
じ

て
ぷ
M
m
厳
一
二
昧
い
を
体
創
刊
し
て
い
く
過
引
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
‘
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さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
弥
肋
や
文
妹
、
舎
利
弗
や
阿
難
等
の
仏
弟
子
、

ま
た
シ
十
ク
ラ
(
イ
ン
ド
ラ
天
〉
や
プ
ラ
フ
マ
!
神
〈
先
天
)
も
殺

肌
朝
す
る
な
ど
、
多
く
の
対
話
を
合
ん
で
い
る
の
続
名
と
な
る
寸
首
初

厳
一
一
一
味
」
は
漢
訳
で
は
百
旬
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
百
三
旬
(
ま
た
ほ

ぽ
同
じ
内
容
が
五
十
八
の
持
制
に
よ
っ
て
再
説
さ
れ
る
が
、
こ
の
併

説
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
択
の
み
に
現
わ
れ
、
後
世
の
付
加
部
分
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
)
に
よ
っ
て
詳
説
さ
れ
る
。

本
経
の
胃
.
踊
で
、
堅
滋
都
議
は
務
叩
臓
が
ど
の
一
一
一
味
に
人
れ
ば
務
削
慨

を
得
、
さ
ら
に
釈
迦
牟
尼
の
よ
う
に
「
八
相
(
降
兜
準
.
太
・
入
胎
・

誕
生
・
山
家
・
降
魔
・
成
道
・
転
法
輪
・
限
集
ど
を
級
て
、
し
か

も
永
く
誠
し
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
と
問
う
(
大
正
一
五
、
六
二
九

下
l

六
二
一O
上
)
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
は
「
首
初
厳
一
一
一
味
」
が
そ
れ
で

あ
り
、
こ
の
三
味
は
九
地
ま
で
の
菩
磁
に
は
得
ら
れ
ず
、
第
十
地
に

至
っ
た
菩
磁
の
み
に
得
ら
れ
る
と
説
く
(
六
一
一
二
上
)
。
こ
の
一
一
一
味

は
六
つ
の
波
綴
蜜

(
E
Eヨ
宮
削
)
行
の
後
に
完
成
さ
れ
る
尚
次
の
修

行
段
階
で
あ
る
(
六
一
ニ
コ
一
中
以
下
)
。
し
た
が
っ
て
、
一
切
の
三
味
を

仰
向
た
後
に
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
、
般
向
の
三
味
と
さ
れ
る
の

漢
訳
の
下
巻
に
は
、
こ
の
三
味
を
最
も
深
く
共
起
し
て
い
る
と
さ

れ
る
文
殊
が
技
場
し
、
入
限
集
の
相
を
現
じ
て
舎
利
を
.
大
下
に
散
じ

て
、
人
び
と
に
功
徳
を
な
さ
し
め
る
。
文
殊
自
身
は
一
度
も
浬
鍵
に

こ
の
経
全
体
の
党
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
グ
プ
タ
文
字

に
よ
る
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
中
央
ア
ジ
ア

山
上
の
コ
l

タ
ン
語
の
写
本
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
約
三
十
九
集
と

断
片
か
ら
な
る
。
ヘ
ル
ン
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
八
葉
)
、
ス
タ
イ
ン

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
カ
ダ
リ
ク

R
Z
E
E

出
土
の
十
五
葉
、
ダ
ン

ダ
ン
・
オ
イ
リ
ク

U
S
R
-
S
Q
奈
川
土
の
一
集
と
断
片
て
さ
ら
に

Z
E
S
Q
P
O
H
L
σ
s
q所
蔵
の
写
本
か
ら

ω
ε完
『
〈
O

に
よ
り
発
見

さ
れ
た
卜
五
葉
と
断
片
で
あ
る
。
ω
Z忠
『
〈
O

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

も
の
を
除
く
写
本
に
つ
い
て
は
エ
メ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
対
応
筒
所
の

チ
ベ
ッ
ト
ぷ
・
英
択
を
添
え
て
出
版
さ
れ
て
い
る
(
河
・
開
ヨ
ヨ
g
n
F

寸
志

h
E
E
志
向
。

h
z
s肴
h
Hヨ
h
z
h
Hヨ
色
、
広
包
H
B
-

「
0
3
色
0
2
・
o
x・

『O
『
ι
C
ロ
一
〈
巾
『
切
宮
司
司
『
命

ω
ω
・
】
由
一
三
}
)
"

-
M内
訳
一
切
経
心
経
集
部
七
に
同
・
ぷ
(
常
線
大
定
)
が
あ
る
。
現
代

語
訳
と
し
て
は
ラ
モ
ッ
ト
の
仏
沢

(
後
山
)
、現
代
和
訳
と
し
て
汁

三昧I 僻典 i部

治
附
義
・
H
K
M山
雑
人
ぷ
司
自
初
厳
.
一
一
味
一
級

h
(大
乗
仏
典
7

、
中
央
公

ま
た
近
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
守
新

;
1
 

・
尋
問
‘4
i

一
九
七
内
年
)
が
あ
る
。

の
文
殊
縦
典
部
二
(
大
脱
出
版
、

-
L
L
J
.

ド

J

こ

一
』
ノ
』
ノ

F
e
L
h
'

同
・
沢
一
切
経
い

河
村
孝
燃
に
よ
る
解
題
と
同
・
訴
が
あ
る
の

中
同
に
お
い
て
一
般
に

ヨ
悶
傍
厳
絞
ら
と
し
て
流
布
し
た
も
の
は

8 

山
・
般
刺
政
情
ぷ

7大
仏
以
如
米
鰐
凶
修
誕
了
義
指
符
叩
腕
万
行
前
初

入
っ
た
こ
と
は
な
く
、
永
く
滅
度
し
な
い
。
こ
の
威
か
は
文
殊
が

「
首
抑
制
厳
一
一
ア
昧
」
に
住
し
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
る
(
六
凹

0
.ト
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【
資
料
】

漢
訳
は
嶋
摩
縦
什
択
(
問
。
二
E
3

問
一
二
年
)
吋
仏
説
尚
初
厳
一
一
一

味
経
h
二
巻
(
大
正
一
五

Z
0
・2
N

六
二
九
|
六
四
五
)
だ
け
が
残

る
が
、
失
な
わ
れ
た
叔
に
八
本
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
(
①

後
漢
・
支
鹿
迦
誠
、
②
呉
・
文
謙
、
@
仰
凱
・
失
以
、
④
同
、
@
仰

競
・
白
延
、
⑥
凶
辞
・
助
一
一
法
議
、
⑦
商
M
H・
位
一
奴
蘭
、
⑨
前
掠
・
支

施
術
)
。
特
に
後
漢
・
支
雌
迦
識
に
よ
る
択
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
経
典
が
少
な
く
と
も
支
襲
迦
識
が
中
国
に
来
る
前
、
お
よ

そ
一
二
五
1

一
五
O
年
ご
ろ
、
凶
北
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
(
静
谷
正
雄
司
初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
』
一
一
一O
八

民
)
内

チ
ベ
ッ
ト
択
は
作
花
す
る
。
対
官
官
吉
弘
、
a
.
宮
、
.
旬
。E
.
凡

止
認
可
認
可
.
h叫N
h
a
N
F
S
守
旬
。
宮
之
宮
崎
、h
H
n
p
s
h
v

。
4
3
足
。
・

ω
帥
r
可
制
壱
『
俗σZ
・
河
巴
E

『
削w
w包
Z

訳

(
k
A
ミ
R
M
l訟
認
可
時
価
-
h
H
ヨ
h
M
l旬
。
ヨ
b
'

n
S民l
E
ヨ

h
H
1ヨ
与
を
b
a
a
l包
持
活
『
聖
児
行
三
昧
大
乗
経
』
目

u

Z
0・
∞0
0・
〈
O
F
ω
N・
→
z
z・
N
コ
w
p品
'
ω品
晶m
w
u
ロ

z
o
-
-
ω
N
・

ロ
ω
・

N
m
ω
σ印l
ω】
品
目
σ
白
)
・

厳
続
』
十
巻
(
大
正
一
九

Z
0・2
m

一
O
五
l
)
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
中
間
偽
経
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
内
容
も
本
経
と
は
全
く

異
な
る
。
流
布
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
経
は
さ
ま
ざ
ま
に
研
究
さ
れ
、

膨
大
な
注
釈
舟
を
生
ん
だ
。
一
方
、
本
経
は
八
本
が
失
な
わ
れ
て
縦

什
訳
の
み
が
伝
わ
り
、
そ
の
研
究
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
。
し
か
し
、
大
乗
仏
教
経
典
の
成
立
過
程
に
お
い
て
本
経
は

華
厳
続
・
維
摩
経
・
法
華
経
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
初
期
大

乗
仏
教
研
究
に
お
け
る
原
典
資
料
と
し
て
の
価
怖
は
大
き
い
の

【
ハ
イ
ラ
イ
ト
箇
所
】

こ
こ
で
紹
介
す
る
郎
分
は
「
首
傍
厳
三
味
」
を
修
す
る
こ
と
で
い

か
に
神
変
を
現
わ
し
、
仏
と
し
て
法
を
転
じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

特
に
八
相
を
示
現
す
る
こ
と
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
大
正
六
四

川
k
l

ド
)

ー
ド
リ
ダ
マ
テ
4

よ
、
私
は
た
し
か
に
こ
の
英
雌
的
な
行
進
と
い

う
三
味
に
は
い
っ
た
。
(
略
)
ま
た
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
ト
ゥ
シ

タ
(
天
界
)
か
ら
降
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で

は
ほ
の
胎
内
に
は
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
ほ

の
胎
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
キ
ン
プ
州
で
は
誕
牛
.

が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
じ
捗
歩
む
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ

る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
問
方
を
見
渡
し
て
、
コ
』
の
附
で
私
は
肢
も
噂
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い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
世
の
な
か
で
私
は
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

る
h
と
獅
子
札
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
後
宮

の
な
か
で
梓
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
(
過
を

求
め
て
)
出
家
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
託
行

を
修
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
食
物
を
限
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
十
ン
プ
州
で
は
(
苔
提
の
岐
に
般
く
)
取
を

も
ら
い
受
け
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
跨
挺
の
附

に
近
づ
く
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
持
挺
の
践
に
踏

を
占
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
魔
に
打
ち
勝
つ

こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
高
挺
を
獲
得
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
菩
提
を
獲
得
し
て
、
(
獅
子
般
に
)

す
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
書
提
を
獲

得
し
た
あ
と
、
抑
定
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ

ン
プ
州
で
は
シ
ャ
ク
ラ
神
(
帝
釈
天
)
と
プ
ラ
フ
マ

l

神
(
党
.
大
)

が
、
(
人
々
に
教
え
を
説
く
よ
う
に
)
勧
請
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
あ
る
ジ
十
ン
プ
州
で
は
法
輸
を
転
ず
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る

ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
仏
陀
と
し
て
積
々
の
行
い
を
な
す
こ
と
が
知
ら
れ
、

あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
長
寿
を
可
能
に
す
る
力
を
肱
楽
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
全
き
深
集
に
は
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

あ
る
と
こ
ろ
で
は
全
き
起
集
に
は
い
り
お
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

二u・，&事典 1部

慈
を
学
び
お
え
て
、
大
悲
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
大
悲
を
学

び
お
え
て
、
四
桶
の
型
な
る
党
行
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
慈
悲
謀
総
で
あ
る
。
問
積
の
塑
な
る
発
行
を
学
び
お
え
て
、

そ
れ
に
適
う
最
上
の
五
つ
の
神
通
(
神
足
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・

宿
命
通
・
.
K限
通
)
が
自
分
に
伴
う
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
神
過
を
学
び
お
え
て
、
そ
の
時
、
六
種
の
完
成
(
六
波
線

貨
)
を
成
就
し
た
の
で
あ
る
。
六
波
線
監
を
成
就
し
お
え
て
、
パ
救
済

の
V
手
段
(
方
使
)
に
通
述
す
る
の
で
あ
る
。
方
便
に
過
述
し
て
、

第
三
(
段
階
目
は
〕
真
理
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
(
柔
順
忍
)

に
は
い
る
の
で
あ
る

n

第
一
一
一
ハ
段
階
H

の
リ
柔
順
忍
に
安
住
し
て
、

も
の
は
生
じ
な
い
と
い
う
線
信
(
無
生
法
忍
)
を
創
刊
る
の
で
あ
る
の

無
位
法
忍
を
得
た
と
き
、
諸
仏
が
ハ
そ
の
待
・
械
に
〉
必
ず
持
挺
に
述

す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予

3
(
授
記
)
を
与
え
る
の
で
あ
る
わ
(
中

略
)
家
柄
や
氏
族
を
備
え
て
、
胎
内
に
人
り
出
生
し
て
、
ハ
苔
艇
は
い

第
十
の
段
附
に
述
す
る
"
第
十
の
段
附
に
述
し
て
、
仏
の
職
号
を
受

け
る
ド
仏
の
職
号
を
創
刊
て
、
す
べ
て
の
持
隊
の

J
一
一
味
を
体
得
す
る
。

す
べ
て
の
詫
献
の
.
二
ー
昧
を
体
得
し
て
後
、
首
傍
厳
日
J
J
J
昧
を
体
得
す
る

の
で
あ
る
，
内
拐
厳
一
.
一
味
を
体
創
刊
し
て
、
衆
ル
ー
の
た
め
に
仏
の
行
な

い
を
し
、
し
か
も
跨
践
の
行
訟
を
跡
的
て
な
い
の
で
あ
る
《
暁
怠
汚
雌

よ
、
も
し
汚
離
が
こ
の
よ
う
な
法
を
学
ん
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

8 

あ
る
と
こ
ろ
で
は
火
葬
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
と
こ
ろ

で
は
火
弗
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
略
身
一

体
(
全
身
舎
利
)
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
遺
骨

(
舎
利
)
の
分
散
さ
れ
る
こ
と
(
倣
・
井
舎
利
)
が
知
ら
れ
た
の
で
あ

る
の
(
中
略
)
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ド
リ
ダ
マ
テ
ィ
よ
、
こ
の
ジ
ャ
ン
プ
州
に
お
い
て
は
、
い
ま
も
な

お
法
輸
が
転
じ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
別
の
ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
ま
た
、

い
ま
も
笹
川
挺
が
実
瓜
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
の

あ
る
と
こ
ろ
で
は
全
き
限
集
に
は
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る

ジ
ャ
ン
プ
州
で
は
、
い
ま
は
じ
め
て
(
書
提
に
対
し
て
)
心
を
起
こ

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ド
リ
ダ
マ
テ
ィ
よ
、
こ
れ

こ
そ
英
雄
的
な
行
進
と
い
う
三
味
の
(
は
た
ら
き
と
し
て
)
般
尚
の

も
の
で
あ
る

J
(

丹
治
附
義
・
長
尾

雅
人
訳
立
日
初
厳
三
味
経
』
大
乗
仏
典
7

、
一
一
一O
七
!
っ
一
一
一
頁
)

次
に
紹
介
す
る
部
分
は
「
首
初
厳
三
味
」
に
.
全
る
修
行
の
階
悌
を

述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

「
堅
怠
苔
磁
よ
、
も
し
部
躍
が
首
初
厳
三
味
を
学
ば
ん
と
欲
す
る

な
ら
ば
、
ま
ず
愛
楽
心
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
愛
楽
心
を
学

び
お
え
た
の
ち
、
深
心
(
強
い
決
怠
)
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
深
心
を
学
び
お
え
て
、
大
怒
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

は
首
窃
厳
一
一
一
味
を
体
得
し
た
の
で
あ
る
。
持
臓
が
首
傍
厳
コ
一
味
を
体

得
し
た
と
す
れ
ば
、
諸
法
に
つ
い
て
も
は
や
学
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
の

で
あ
る
J
(

大
正
一
五
、
六
三
三
下
|
六
一
一
一
四
上
〉

【
参
考
文
献
】

毒
考
文
献
と
し
て
は
、
漢
訳
か
ら
の
仏
訳
を
合
む
次
の
間
を
見
ら

れ
た
い
。

m
F
m
ヨ
0
2
0
・
ト
h
H
向
。R

・3
H
S
H
m。
お
札
崎
町
。
ミ
R
H町
、
号

、
法
3
Z
H
S
(缶
、
急
句S
b
s
s
R
E

な
号
、
お
)
・
回
『
長
命

=
2
・
Z
忠
一
再
三

回
巴
宮
内
凶22
m
E
g
p
E
g
n
z
E
包
括
ω
・
5
8
・
ま
た
本
経
に
見
ら

れ
る
「
神
変
」
に
つ
い
て
初
期
大
乗
経
典
の
な
か
で
論
じ
た
梶
山
雄

一
ぺ
神
変
し
(
吋
仰
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
.
仙
在
二
、
一
九
九
五
年
、

一l

三
七
頁
)
も
興
味
深
い
の

L

ゆ
F
・
a
う

E
う
仁
骨
』
う

修
行
道
地
経

4
a
b
a
s
s
き

H
R

【
内
容
】

本
経
は
吋
大
正
大
蔵
続
い
で
は
「
抑
経
期
」
に
合
ま
れ
る
の
仏
教

に
お
け
る
抑
観
の
修
行
次
第
、
特
に
有
部
の
教
義
に
基
づ
く
実
践
形

式
を
記
述
す
る
経
典
で
あ
る
の
中
同
仰
の
特
色
で
あ
る

.
h停
心
観

(
不
浄
観
・
慈
心
観
・
閃
縁
観
・
数
息
観
・
念
仏
観
)
の
う
ち
念
仏

観
を
欠
き
、
そ
の
代
わ
り
不
浄
鋭
に
属
す
る
自
作
観
を
別
に
挙
げ
て

し
か
し
、
修
行
者
は
そ
の
す
べ
て
を
修
す
る
必
.
襲
は
な
く
、

24 う

L

る
，
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ど
の
一
部
門
で
も
修
す
れ
ば
解
脱
が
得
ら
れ
る
。本
経
は
仰
に
凡
夫

仰
と
仏
弟
子
揃
仰
を
分
け
る
。凡
夫
仰
は
閉
伸
江
通
(
神
起
通
・
天
眼

生
天
の
巣
を
獲
得
す

通
・
.
大
耳
通
・
宿
命
通
・
他
心
通
)
を
得
て
、

る
。
し
か
し
、

(
数
息
口
問
第

こ
れ
は
解
脱
に
述
し
た
わ
け
で
は
な
い

一
方
、
仏
弟
子
仰
は
無
漏
の
初
仰
に
人
り
、
般
後
は
阿
縦

漢
の
無
学
地
に
入
っ
て
有
余
限
鍵
に
住
し
、無
余
混
然
に
至
る
。
本

続
は
さ
ら
に
後
陛
の
追
加
と
思
わ
れ
る
末
尾
一
二
日
間
に
お
い
て
高
厳
抑

を
説
く
。

【
資
料
】

本
経
に
は
部
分
以
を
合
め
二
本
の
漢
択
が
作
作
す
る
。
一
本
は
附

U
H・
緋
一
一
法
護
訳
(
二
八
四
年
、
大
正
一
五
Z
0
・g
m

一
八
一
l

二
一
二

O
)
で
あ
り
、
七
巻
三
十
日
間
よ
り
成
る
。も
う
一
本
は
後
漢
・
安
陛

吋
道
地
経h

一
巻
(
大
正
一
五

Z
0
・8
吋
三
一
ニ
O
l

一
一
一
一
一

高
訳
の

六
〉
で
部
分
訳
(
位
一
法
謹
択
の
冒
頭
五
口
問
と
第
一
一
十
一
一
・
二
十
四
口
問

に
相
当
)
で
あ
る

(
附
・
法
線
等
に
よ
る
吋
衆
続
日
録
』
〈
.
九
四
九

年
〉
以
来
、

『
修
行
道
地
経
』
と
い
う
別
訳
が
あ
っ
た

安
陛
・
尚
に
は

と
さ
れ
て
い
る
が
、

『
出
三
蔵
記
集
」
〈
五
一
0
1
.九
一
八

僧
祐
の

年
〉
に
は
そ
の
記
載
な
く
、
誤
伝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
)
。
ま
た
『
大

正
大
蔵
経
ι
に
は
別
訳
と
し
て
、
後
漢
・
支
蹴
の

吋
小
道
地
経
い

巻
(
大
正
一
.
h
Z
0・8
∞
二
一
三
ハl

一
一
一
一
一
じ
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る

て
い
な
い
の

.昧 l 掛典!部

題
名
の
句
修
行
進
地
経
』
は
ま
た
叉
榔
迦
遮
復
弥
経
』
と
あ
り
、

お
そ
ら
く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
訴
で
は
て
。
同b
a
s

守
訟
を
去
と
あ
っ
た

と
忠
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
伽
行
唯
識
派
の
吋
検
伽

削
地
論
L
の
原
名
‘
て
a
b
a
ミ
h
H
S
H
M
ヨ
?
と
の
関
係
で
、
宇
井
伯
舟

が
「
検
伽
行
に
於
け
る
こ
系
統
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の

す
な
わ
ち
、
守
修
行
道
地
経h
が
『
A眠
迦
遮
復
弥
続
h
で
あ
り
、
な
忠

康
多
線
神
経
九
の
青
写
名
が
吋
山
氏
迦
遮
縦
浮
迷

L
っ
て
。
同b
a
s


g
e
s
h
)で
あ
る
こ
と
、
ま
た
吋
域
伽
削
地
論
L
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
の

党
訴
名
が
て

s
h
a
s
~
v
b
m
S
凡
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
活

米
は
て
。
同b
a
s
s
b
ヨ
九
(
聡
伽
行
地
)
で
あ
っ
た
も
の
が
、
何
ら
か

の
m
m山
で
て
。
な
一
色
ミhH
g
mヨ
九
(
検
伽
師
地
〉
と
変
え
ら
れ
た
も
の

に
相
違
な
い
ぺ
印
度
析
学
研
究
ト
六
、
五

O
一
五H
A
)わし
た
が
っ
て
、

本
艇
は
唯
識
派
と
直
接
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当

時
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
版
惣
(
抑
定
)
を
主
と
す
る
修
行
方
訟
を
記

述
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
述
の
流
れ
の
中
に
唯
織
派
も
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
，

態
印
三
味
経
・
如
来
智
印
経

吋
，R
H
H
F
b

句
h
H
H
h
H
K

骨
凶
器
M
ヨ
忠
弘
、b

8 

包
遺
品
札
止
な
提
言

が
、
こ
れ
も
内
容
的
に
現
存
す
る
吋
修
行
道
地
続h
の
ど
の
部
分
に
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も
対
応
せ
ず
、
実
質
的
に
別
本
で
あ
る
。
党
本
・
旗
本
と
も
に
存
住

し
な
い
。

現
行
の
本
経
は
七
巻
三
十
日
間
よ
り
な
る
が
、
も
と
も
と
は
六
巻
一
一

卜
七
品
で
あ
っ
た
(
詳
し
く
は
吋
同
択
一
切
経
h
級
集
部
内
の
佐
藤

泰
舜
に
よ
る
解
題
を
怠
照
)
。
m
弘
行
本
の
巻
第
七
の
三
日
間
は
、
同
じ

法
議
択
の
ゴ
J
J
n川
修
行
経
h
(欠
本
)
あ
る
い
は
別
の
続
曲
円
で
あ
っ
た

も
の
が
、
い
か
な
る
煙
山
か
ら
か
本
経
末
尾
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
付
加
さ
れ
た
三
日
間
(
戸
間
品
・
縁
覚
品-E
薩
口
問
)

は
そ
の
品
名
よ
り
明
白
な
よ
う
に
、
大
乗
的
な
色
彩
を
持
っ
て
い
る
。

特
に
そ
れ
ら
に
引
か
れ
る
比
輸
は
化
成
・
火
宅
三
市
な
ど
法
華
経
に

特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
一
口
仰
が
法
華
経
と
世
間
接
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
後
世
の
付

加
で
あ
る
こ
と
を
旗
わ
せ
る
ゆ
え
ん
と
な
っ
て
い
る
。

吋
大
正
大
蔵
経
』
で
は
こ
の
経
は
純
集
部
に
入
っ
て
い
る
が
、
吋
縮

刷
大
蔵
経
』
で
は
大
乗
論
部
に
、
『
配
蔵
経
』
で
は
印
度
撰
述
部
に
分

矧
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
阿
合
系
、
有
部
系
の
限
怨
中
心
の
修

行
体
系
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
型
の
二
十
七
日
間
に
は
大
乗
的
な

要
素
は
少
な
い
。
こ
の
経
の
序
に
衆
議

(
ω
ωヨ伺
g
s
r
g
)
造
立
と

脅
か
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
ま
で
が
彼
の
手
に
な
る
か
は
は
っ
き
り
し

【
内
容
】

こ
の
経
は
空
の
忠
怨
に
立
っ
た
「
慧
印
(
智
印
)
三
味
い
を
説
く
こ

と
を
主
限
と
し
、
ま
た
阿
弥
陀
仏
と
阿
問
仏
の
本
生
説
訴
を
併
存
さ

せ
る
物
語
を
含
む
(
以
下
、
静
谷
に
よ
る
要
約
に
基
づ
く
。
吋
初
期
大

乗
仏
教
の
成
虫
過
程
』
…
一
一
一
一
一
一
一
一
|
一
一
二
三
丸
頁
を
怠
照
)
の

王
A皆
川
棋
霊
鷲
山
に
い
た
仏
陀
が
恕
印
(
智
印
〉
一
一
一
味
に
入
り
、
十
方

仏
同
よ
り
無
数
の
一
生
補
処
菩
叩
臓
が
仏
陀
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
る
の

こ
の
一
一
一
味
に
入
っ
て
仏
身
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
舎
利
弗
が
文

殊
に
そ
の
わ
け
を
尋
ね
る
。
舎
利
弗
も
三
味
に
入
っ
て
仏
身
を
求
め

る
が
、
捜
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
三
味
か
ら
山
た
仏
陀
は
舎
利

弗
に
仏
身
の
百
六
十
二
事
(
非
身
非
作
等
そ
の
境
界
)
の
不
可
思
議

に
し
て
一
切
制
小
で
は
仏
身
の
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、

相
官
印
一
一
一
味
を
説
く
れ
(
吋
慾
印
一
一
一
味
級

L
内
六
の
.
トl

内
六
一
一
ド
)

こ
の
一
一
一
昧
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
非
義
が
こ
と
ご

と
く
除
か
れ
る
と
説
き
、
内
宇
説
摘
を
勧
説
す
る
の
こ
の
:
.
昧
は
燃

灯
仏
の
の
ち
八
十
億
幼
に
い
た
光
明
仏
に
よ
っ
て
説
か
丸
た
と
ぷ
り
、

そ
れ
を
聞
い
た
想
上
と
い
う
転
輪
明
王
が
山
中
で
こ
の
竺
昧
を
行
じ

た
こ
と
を
話
っ
て
、
こ
の
想
上
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、

.
1一
の
千
王
子

が
賢
幼
千
仏
で
あ
る
と
説
く
。
(
聞
い
ハ
・
…
ド
l

間
六
円
ド
〉

さ
ら
に
、
こ
の
一
一
.
昧
を
受
持
す
る
こ
と
の
功
徳
を
明
ら
か
に
す
る
や

247 



主要大飛車較奥解説

脱
抄
王
の
第
一
夫
人
敏
陀
斯
利
(
阿
閑
陛
王
の
川
町
と
さ
れ
る
)
が
仏

の
教
え
を
聞
き
、
無
上
の
菩
提
心
を
起
こ
し
、
こ
の
一
一
一
味
の
受
持
を

腎
っ
た
と
き
、
仏
は
次
の
よ
う
な
教
え
を
説
い
た
。
か
つ
て
懲
剛
と

い
う
転
輪
副
主
主
が
い
て
、
懲
印
一
一
一
味
を
修
し
て
、
い
ま
阿
閲
仏
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
夫
人
た
ち
も
阿
閑
仏
間
に
生
ま
れ
、
法
を
護
持

し
た
功
徳
に
よ
っ
て
舟
命
の
終
わ
る
と
き
男
子
と
な
っ
て
「
須
阿
熔

挺
(
傾
楽
ど
に
生
ま
れ
、
阿
弥
陀
仏
を
見
る
。
こ
の
よ
う
に
妓
陀
斯

利
も
法
を
護
っ
た
因
縁
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
間
の
版
業
に
往
生
し
、

阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
が
説
か
れ
、
こ
の
嶋
崎
印
三
味
を
修
す
る
こ
と

の
編
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
こ
の
経
を
恭
敬
護
持
す
る
者
は
速
や
か
に

仏
を
得
る
、
と
。
(
四
六
四
下
|
間
六
五
中
)

こ
の
の
ち
仏
陀
は
弥
勧
に
こ
の
経
の
護
持
を
明
ら
か
に
し
、
脅
府
中

e

説
諭
を
勧
説
す
る
。
(
四
六
五
中
|
)

こ
こ
で
の
仏
身
観
は
般
若
思
想
に
立
ち
、
大
乗
仏
教
経
典
に
お
け

る
中
心
的
人
物
で
あ
る
文
殊
菩
薩
が
畳
場
す
る
。
「
滅
罪
」
の
功
徳

を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
だ
け
で
な
く
阿
閑
仏
に
対
す
る
信
仰
を
説
き
、

阿
閑
仏
国
に
生
ま
れ
た
女
人
が
男
子
と
な
っ
て
「
須
町
牒
提
」
に
生

ま
れ
る
と
い
う
「
変
成
男
子
」
の
思
怨
も
持
っ
て
い
る
。
(
四
六
五

上
)
ま
た
仏
を
観
怨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず

る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
れ
阿
弥
陀
仏
に
会
う
と
い
う

研
究
資
料
と
し
て
は
静
谷
前
鍋
向
、
ま
た
初
期
大
乗
経
典
史
を
敏

う
研
究
曲
目
(
た
と
え
ば
藤m
宏
迷
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
、
平
川

彰
『
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
ら
な
ど
)
に
お
い
て
、
特
に
浄
土
思
想

と
の
関
わ
り
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
ん
し
ん
だ
ら

L

よ
も
ん
に
よ
ら
い
ざ
ん
ま
し
v
e
t
-

だ
い
じ
ゆ
き
ん
仕
ら
お
う

L

よ
a
m
んM
e
tぅ

俺
真
陀
羅
所
問
如
来
三
味
経
・
大
樹
緊
那
羅
王
所
間
例
経

b
g
ヨ

R
M
E
S
h
H
店
、

b
h
h
H
h
v
h
q
e
R
n
v
b
a

刷
、h
H

:昧i 併典!部

【
内
容
】

こ
の
続
は
冒
頭
に
苔
献
を
賞
嘆
す
る
典
例
の
長
き
の
お
述
に
始
ま

り
、
次
い
で
問
十
九
の
菩
議
名
を
掲
げ
る
(
大
.
止
一
五
、
支
市
民
迦
識

択
一
二
問
一
九
上
一
線
什
訳
一
一
二
ハ
八
上
、
以
下
同
級
)
ゎ
本
艇
は
真
陀
縦

(
紫
那
繰
.
十
一
)
を
中
心
と
し
て
彼
の
対
話
者
に
天
冠
菩
隊
を
も
っ
て

物
語
が
進
行
し
て
い
く
わ
緊
那
州
都
主
は
理
想
的
な
し
入
乗
斉
隊
と
し
て

揃
か
れ
、
か
え
っ
て
大
迦
葉
や
合
利
弗
・
阿
雛
ら
は
小
乗
的
な
も
の

と
し
て
道
化
役
に
配
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
大
乗
苔
厳
の
行
を
説
き
、

思
忽
的
に
は
全
性
を
指
艇
と
し
、
般
行
を
械
的
経
中
の
ド
一
と
呼
び(
7・

K
向
上
一
一
一
一
七
:
一
ド
)
、
こ
れ
を
本
経
の
説
く
主
た
る
一
三
味
の
ー
定

如
来
三
味
L

の
体
と
す
る
(
無
\
一
一
七
一
・

4
・
ト
Y

ま
た
二
卜
を
紬
唱
え
る

二
一
味
名
を
列
挙
し
て
い
る
(
一
一
一
五
問
ド

l
.

一
一
五
五
卜
.
三
二
七
問
中
1

ド

)
P
緊
郎
線
王
の
端
的
夫
人
た
ち
に
務
提
を
獲
得
す
る
た
め
の
法
を

8 

往
生
の
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
〈
四
六
五
上
)
ま
た
「
関
劫
千
仏

t

に
も
言
及
し
て
い
る
。
(
四
六
問
中
〉

24R 

【
資
料
】

本
経
に
は
三
本
の
漢
択
が
現
存
し
て
い
る
。
呉
・
支
謙
択
吋
仏
説

慾
印
三
味
経
』
一
巻
(
大
正
一
五
Z
0
・8
M
四
六
O
l
四
六
八
)
、
劉

宋
代
(
間
二
0
1
四
七
九
)
失
択
の
吋
仏
説
如
来
智
印
経
い
一
巻

(
大
正
一
五
Z
0
・
∞ω
ω
間
六
八
l

四
七
問
)
、
宋
・
智
土
日
梓
等
訳
叶
仏

説
大
乗
智
印
経
h
五
巻
(
大
正
一
.
ι
Z
0・
∞ω
品
開
七
阿
l

問
八
八
)

で
あ
る
。

ま
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
存
住
す
る
。
可
宮
崎
旬
、a
h
r
守
N
V宮
崎
伺
宮
崎
句

苫
バ
ミ
与
2

空
.
h
v
p
E
旬
、
何
百
.
ご
宮
崎
認
内.
b
立
与

2

守
旬
。

E
H
E
旬
、
お
n
F
S
苫
バ
ヨ
札
。
・
』
E
・
冨
ヨ
一
円
『

p
g
g

吉
凶
『
ヨg
-
J
1
0

ω
z
g
a
o
訳
(
ゐ
ミh
H
l
E
H
F
A

凶
向
。H
a
h窓さ
ヨ
豆
、
ぬ
包
ヨ
白
民
主
l
E
3
A
M
l

ョ
。
E
E
S
句
号
、
ぬ
吋
型
如
来
智
印
三
味
大
乗
絞
ら
同
u
Z
0
・
吋2

・

〈
O
一
・ω
N・
→
z
c・N
印
〔}
σ
N
I
N
吋
品
目
釦
h
F
hロ
Z
o
-
-
ω
?ロ
陶
・N
ω
o
σ
h
ア
N
U
ω
σ切
)
・

M
m谷
正
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
典
の
成
立
は
一
五0
1
二
O
O
年

と
さ
れ
、
極
楽

(
ω
z
r
g
g
z
)の訳
と
し
て
「
須
町
原
挺
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
ガ
ン
ダ
l

ラ
語
の
影
響
を
認
め
る
と
す
れ
ば
西
北
イ
ン
ド

で
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
前
掲
出
向
、
三
一
一
一
五
頁
)
の

【
参
考
文
献
】

順
次
一
法
ず
つ
m
や
し
て
十
訟
を
教
え
、

K
身
を
転
じ
て
男
身
を
得

た
の
ち
に
菩
提
に
達
す
る
こ
と
を
説
き
、
彼

K
ら
に
綬
記
を
与
え
る

(
一
一
一
六
一
中
|
一
二
六
て

t

一
一
一
一
八
O
下
|
一
一
一
八
一
下
〉
。

本
経
の
持
つ
最
も
際
立
つ
特
徴
は
、
列
挙
さ
れ
る
法
制
の
数
で
あ

る
の
総
計
六
七
九
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
、
た
と

え
ば
苔
蕗
の
積
々
の
行
が
四
積
に
ま
と
め
ら
れ
て
語
ら
れ
る
部
分

(
三
瓦
O
上
l

一
二
五
一
上
二
ニ
六
九
上
l

一
二
七O
上
)
、
六
波
線
蜜
と

方
使
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
一
一
一
十
二
事
を
説
く
部
分
(
一
二
五
六
中

|
三
五
九
小
一
一
一
一
七
六
k
l
.
一
一
七
八
上
)
、
時
献
の
法
施
に
一
一
一
十
二

の
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
説
く
部
分
で
あ
る
(
二
一
六
六
中
l

ド
一
コ
.
八

八
上
)
。

【
資
料
】

漢
訳
に
は
二
本
が
存
住
す
る
の
一
本
は
後
漢
・
支
虫
迦
識
・
ぷ
吋
仏

説
他
民
陀
鯨
所
間
如
来
一
二
昧
続
い
一
一
一
巻
(
大
正
一
五
2
0
・m
N品
J

内

八
l

一
一
一
六
七
)
で
あ
り
、
も
う
一
本
は
銚
秦
・
鳩
摩
縦
什
訳
吋
大
樹

緊
泌
総
ド
一
所
間
続
い
問
巻
(
大
正
一
.
h
a
z
o
-
∞
N
U
-
-
J
h
ハ
七
1
.
1

八

九
)
で
あ
る
の
両
者
が
同
本
拠
択
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は

可
法
経
鍛h
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
吋
同
択
一
切
経
い
続
集
部
ム
ハ
に
後

お
の
同
訳
(
常
僻
太
定
)
が
あ
る
納

チ
ベ
ッ
ト
訳
も
存
住
し
、
対
宮
崎
崎
、
ぬ
ヨ
凡i
s
-
-
民
、
向
い
て

h之
、
。
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え
S
旬
、
g
N
F
E

苫

N
F
S
守
三
宮
立
高
崎
吉

S
S

苫
4
3
足
。
・

亀
旦
伺
1
5
5

匂0
・
色
色

Z
Z
O
伺
ω

訳
(
』
ミ
R
2
3
T
.
ぉ
g
E

，

、
と
も
3
3
n
v
b
l
E
3
1
3
玄
E
E

句
史
ミ
説
大
樹
緊
郎
総
王

所
間
大
乗
経
』
同
M
Z
0
・
∞
N
P
〈
o
-・8

・
2

・
N
m
o
g
-
S
F
?
ロ

z
。
・5
m
・
N
m
S
E
ω
E
m〉
で
あ
る

n

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
関
し
て
は
唱
さ
一

Z
R
去
O
ロ
に
よ
っ
て
デ
ル
ゲ
版
・
北
京
版
・
ラ
サ
版
等
八
本
の
カ
l

ギ
ュ
ル
・
テ
キ
ス
ト
と
教
娘
写
本
を
用
い
た
批
判
的
校
訂
本
が
出
版

さ
れ
て
い
る

(
b
g
s
a
l
p
-
a
s
s
-
a

官
l
h
gコ
.
有R
v
b
4
a
s
・
与

の
3
.
H
h
n
b
h

同
九
凡
なS

ミ

H
e

コ
守
a
s

ロ
h
a
(
河
R
2
5
.
8

〉
)

宮
旬
。
札
。
諸
問
句
宮
町
民
5
2

ミ

H
Z

欠
。
ミ
ミ
S

札
H
r
b
H
S


F
H
h
S拘
ミ
s
s
q
m
宮
、
志
向
3
3
H
・
h
w
H
E宮
、
、
丸
町
民
。
句
.
2
切
符
札
・

札
E
n
p

ミ
。
き
句
h
H旬
、w
h
W
3
.
2
〈
ロ
・
→
o
S
0・

日
ロ
ω巴片
岡
同
声
高
叩
『

O
『
回
ロ
向
山
内
凶
古
一
ω

円
ω
門
戸
』
角
田
一
ω
ω
・
-
∞
∞

N
)。

-
ロ
向
。
『
ロ
M
W
Z
0
2
色

【
ハ
イ
ラ
イ
ト
箇
所
】

こ
こ
に
紹
介
す
る
部
分
は
、
緊
那
縦
王
が
神
変
と
共
に
技
場
し
仏

陀
に
詣
で
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
王
が
奏
で
る
琴
と
も
ろ
も

ろ
の
音
楽
に
、
す
べ
て
の
人
び
と
と
戸
間
た
ち
ま
で
が
子
供
の
よ
う

に
訟
を
抑
え
き
れ
ず
に
享
楽
し
て
し
ま
う
(
一
一
一
五
一
中

l

三
五
二

小
一
一
一
一
七O中
|
二
一
七
一
下
)
。

そ
の
と
き
緊
那
緩
王
は
普
浄
の
業
報
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
間
浮
楠

ι昧l 僻典 1部

も
自
分
を
抑
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
君
え
ば
、
こ

の
琴
の
背
を
聞
い
て
、
い
て
も
た
つ
で
も
い
ら
れ
ず
、
体
が
勝
手
に

動
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
コ
天
冠
鍔
磁
は
大
迦
集
に
こ
う
ヨ
っ
た
。
「
ど
う
し
た
こ
と

か
、
長
老
よ
、
少
欲
知
足
に
し
て
頭
陀
行
を
修
め
、
空
静
を
楽
し
み
、

天
人
・
阿
修
m腕
の
放
を
敬
う
こ
と
は
唱
の
如
く
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
幼
児
の

J切
に
踊
り
凶
っ
て
自
分
を
抑
え
ら
れ
な
い
と
は
一

体
な
ん
た
る
こ
と
か
。
そ
ん
な
こ
と
で
人
び
と
の
心
を
ど
う
し
て
護

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
九
大
迦
葉
は
答
え
た
。
ぺ
静
男
子
よ
、
大
嵐

が
樹
木
・
叢
林
を
掃
さ
ぶ
る
の
と
同
じ
な
の
だ
。
嵐
に
対
し
て
は
そ

の
刈
に
抗
う
術
は
な
い
。
自
分
で
そ
う
切
抗
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
と
も
、

外
か
ら
動
か
さ
れ
て
は
自
分
の
M
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
で
あ

る
内
持
男
子
よ
、
今
、
緊
郎
縦
王
が
搾
を
奏
で
、
そ
れ
に
歌
が
明
和

し
、
も
ろ
も
ろ
の
鯖
筒
の
な
H
が
わ
が
心
を
蹴
り
立
て
る
の
は
ま
さ
に

胤
に
樹
木
が
掃
さ
ぶ
ら
れ
、
自
h
Mで
は
な
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
と
お

な
じ
で
あ
る
。
こ
の
詩
丈
夫
の
需
願
の
威
勢
、
M
m徳
の
神
h
Mは
も
ろ

も
ろ
の
戸
間
・
縁
覚
の
あ
ら
ゆ
る
成
徳
の
小
で
最
も
優
れ
た
も
の
で

あ
る
1
.
大
冠
斉
厳
は
大
迦
集
に
こ
う
迂
っ
た
れ
「
汝
、
今
、
こ
の
不

退
転
の
蒋
践
を
見
よ
。
-
K

の
宛
・
の
音
は
彼
を
徹
動
だ
に
さ
せ
な
い
の

こ
れ
を
見
て
無
上
の
書
提
心
を
起
こ
さ
な
い
も
の
が
お
ろ
う
か
わ
な

8 

金
の
花
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
た
府
塙
の
琴
を
持
ち
、
如
来
の
前
に
あ
っ

て
自
ら
容
を
演
奏
し
た
の
で
あ
る
。
八
万
四
千
の
伎
策
も
い
っ
し
ょ

で
あ
っ
た
。
こ
の
紫
m
m灘
五
が
母
を
奏
で
、
楽
を
航
す
る
時
、
そ
の

向
日
は
コ
一
千
大
千
股
界
に
響
き
、
琴
の
脅
と
歌
声
は
こ
の
腔
の
す
べ
て

の
音
楽
に
勝
っ
て
轡
い
た
の
で
あ
る
の
ス
メ
l

ル
山
・
ヒ
マ
l

ラ
ヤ

・
ム
チ
リ
ン
ダ
山
・
大
ム
チ
リ
ン
ダ
山
、
あ
ら
ゆ
る
樹
木
市
川
は
皆

そ
れ
に
回
附
さ
ぶ
ら
れ
、
六
部
側
の
援
助
を
起
こ
し
た
。
た
と
え
ば
人
が

泥
酔
し
て
よ
ろ
よ
ろ
と
肉
分
で
は
点
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
諸

山
も
そ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
人
び
と
も
、
比
丘
・
比
丘
尼
・

2う0

優
油
密
議
・
優
拙
世
市
川
・
.
大
・
屯
・
伎
叉
・
舵
閥
襲
・
阿
修
繰
・
カ
ラ
ラ

・
キ
ン
ナ
ラ
・
マ
ゴ
ラ
カ
、
不
退
転
の
菩
践
を
除
き
、
こ
の
琴
の
音

と
音
楽
を
聞
い
て
、
そ
わ
そ
わ
し
て
つ
い
に
随
よ
り
立
ち
上
が
っ
て

踊
り
始
め
た
。
ま
た
す
べ
て
の
戸
聞
た
ち
も
自
制
で
き
ず
、
蹴
よ
り

立
ち
、
威
厳
も
な
に
も
か
な
ぐ
り
姶
て
て
、
ま
る
で
子
供
が
戯
れ
遊

ぶ
よ
う
に
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
踊
り
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
天
冠
審
議
は
そ
う
し
た
大
迦
葉
ら
声
聞
た
ち
に
こ
う
問

う
た
。
「
故
、
大
徳
ら
よ
、
既
に
煩
悩
を
離
れ
、
八
解
脱
を
得
、
問
型

諦
を
知
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
普
段
の
ふ
る
ま
い
を
捨
て

幼
児
の
よ
う
に
全
身
で
踊
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
な
の
か
\
声
聞

た
ち
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
静
男
子
よ
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て

ぜ
か
。
無
債
の
智
の
威
力
は
琴
の
音
に
勝
り
、
こ
の
大
成
徳
を
も
っ

た
者
(
声
聞
た
ち
)
が
こ
の
琴
の
音
を
聞
い
て
自
分
を
抑
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
乗
の
不
退
転
の
者
を
動
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

【
参
考
文
献
】

本
経
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
上
記

Z
R
号
g

の
も
の
を

除
く
と
現
時
点
で
は
な
い
。
初
期
大
乗
仏
教
史
に
関
す
る
著
作
を
参

照
さ
れ
た
い
。

観
仏
三
味
海
経

【
内
容
】

仏
を
い
か
に
し
て
観
じ
、
念
ず
る
か
を
詳
説
し
、
そ
の
功
徳
を
説

く
n

こ
の
級
は
観
仏
に
始
ま
り
、
念
仏
に
終
わ
る
が
、
両
者
の
意
義

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
道
具
が
な
い
。

閲
頗
楠
(
シ
ュ
ッ
ド
l

ダ
ナ
、
浄
飯
王
)
が
設
場
し
、
J
』
の
仏
は

わ
が
子
で
あ
り
、
私
は
こ
の
仏
の
父
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
か
に
し
て
仏
の
色
相
を
観
ず
る
の
か
を
問
う
の
こ
れ
に
対
し
て
仏

は
仏
の
三
十
二
相
・
八
十
稲
好
を
さ
ま
ざ
ま
な
瞥
輸
に
よ
っ
て
・
説
く
，

ま
た
跡
肋
、
さ
ら
に
阿
難
が
仏
滅
後
い
か
に
し
て
仏
の
像
を
観
ず
る

べ
き
か
を
問
う
た
と
き
、
仏
は

A
1の
わ
が
身
を
観
ず
る
こ
と
と
同
じ

2う E
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で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
し
て
仏
構
内
の
仏
像
の
供
苑
を
訴
る
。
次
い

で
過
去
七
仏
の
像
を
念
ず
る
こ
と
を
説
き
、
念
仏
三
昧
~
を
説
く
。
も

し
念
仏
三
昧
を
成
就
す
る
な
ら
ば
、
身
日
怠
の
山
川
浄
を
得
て
都
見
を

起
こ
さ
ず
、
的
行
を
行
じ
な
い
。

こ
の
経
は
観
仏
か
ら
念
仏
さ
昧
を
説
く
が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に

仏
の
神
変
の
叙
述
が
詳
細
を
械
め
、
イ
ン
ド
上
清
の
腎
輸
に
常
む
。

こ
の
う
ち
仏
の
刷
を
観
ず
る
記
述
の
な
か
に
口
髭
の
あ
る
仏
陀
を
挙

げ
て
い
る
(
大
.
止
一
丘
、
六
五
じ
上
)
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
ガ
ン
ダ

l

ラ
仏
の
特
徴
を
表
わ
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
こ
の
経
の
制
作
地

も
し
く
は
訳
者
の
経
際
に
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
(
尚
聞
修

吋
仏
像
の
起
源
』
お
波
肉
店
、
一
九
七
附
年
、
二
四
一
・
間
三
二
頁
)
。

守
般
市
川
三
味
経hと
矧
似
し
て
お
り
、
経
典
の
構
造
と
内
容
に
つ
い

て
は
『
観
無
駄
海
艇
h
と
共
通
点
が
多
い
。
相
違
は
、
本
経
が
仏
一

般
に
対
す
る
観
仏
を
説
く
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
阿
弥
陀
仏
へ
の

そ
れ
を
説
く
点
で
あ
る
。

月
輪
賢
降
『
仏
典
の
批
判
的
研
究
』
で
は
本
経
、
『
観
無
風
肌
寿
続
』
、

『
観
普
賢
菩
議
行
法
経
』
、
弥
勧
の
六
部
経
の
一
つ
司
観
弥
物
菩
磁
上

生
兜
率
天
級
ら
等
の
東
M
M
・
劉
宋
時
代
に
訳
さ
れ
た
、
続
名
の
冒
頭

に
「
観
」
の
文
字
を
持
つ
六
経
に
つ
い
て
中
国
偽
作
の
可
能
性
が

-
M

い
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
ら
六
経
を
「
観
念
続
」
と
呼
ん
で
い
る
。

〈
O
F
-
-
-
L
8
∞
v・
3

・
a
z
-
N
P
)
(
詳
細
は
古
川
隆
「
ソ
.
グ
ド
語
文

献
」
吋
敦
燈
胡
語
文
献
』
講
脱
敦
飽6
、
大
東
出
版
、
一
九
七
頁
、
お

よ
び
保
安
孝
夫
「
敦
娘
蔵
経
洞
山
士
の
古
代
ト
ル
コ
諸
〈
ウ
イ
グ
ル

諸
問
〉
文
書
」
同
脅
、
二
九
頁
)
。
ま
た
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
脅
中
の
断

片
に
つ
い
て
は
、
次
を
怠
照
せ
よ
。

0
・
2
8
認
ロ
・
窓
口
町σ
E
ι
F
2
Z・

ω
n
y
o
Z
3仏の
『
『
町
四
一
一

n
z
o
c
z
z
Z
『
・=
k
h
H
a
h
宇
H
h
n
p号、
0
3
.
3
E
R
'

旬
同
匙
-
-
〉Z
-
-
-
J
戸
国
防
『
回
向
山
N・
〉
σ
R
F
3・
・
「
『
加
・
-
・
』
マ

h
H忠
良
匙
~

ト
な2
・
h
H
H
S
J「
旦
色
。
ロ
\
}
ハ
巳
ロ
・
】
也
市
山
∞
・
℃
・
∞

ω
・

【
参
考
文
献
】

前
に
挙
げ
た
月
輪
賢
隆
の
著
作
、
藤
川
小
広
達
司
郎
始
浄
土
思
想
の

研
究
い
(
お
波
舟
店
、
一
九
七
の
年
、
特
に
一
一
六
l

一
一
一
一
六
頁
〉
を

容
閉
山
さ
れ
た
い
れ

:昧! ，事典!部

上
述
し
た
以
外
に
興
味
深
い
経
典
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

う
(
経
典
の
需
号
は
【
一
一
一
味
を
説
く
経
典
】
に
示
し
た
も
の)
n

ω
吋
坐
抑
一
二
昧
続
ら

拠
出
航
は
ぬ
峨
縦
什
沢
(
問
。
二
年
、
問
け
七
年
に
凶
作
治
)
が
あ
る

(
つ
巻
、
大
正
一
五
Z
0
・2
品
二
六
九
1
1

八
六
)
。
こ
れ
は
ま
た

ぷ
エ
伸
一
一
一
味
法
門
能
川
辺
持
説
抑
法
続
M
辺
仰
法
要
加
と
も
呼
ば
れ
る
"

江
川
択
一
切
経
L
続
集
郎
四
に
同
訳
(
佐
藤
泰
舜
)
が
あ
る

e

8 

【
資
料
】

党
本
は
存
症
し
な
い
。
漢
択
は
東
管
・
仏
陀
蹴
陀
鰻
(
回
忌ι
z
・

5
包
B

党
賢
三
六
八
1

間
二
一
)
訳
吋
仏
説
観
仏
一
二
昧
一
泌
経
仏
十

巻
(
大
正
一
五

Z
0
・
2
ω

六
附
五
|
六
九
七
)
が
あ
る
。
鳩
雌
m
m僻
什

に
よ
る
択
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
欠
本
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
沢

は
存
在
し
な
い
の

Z う2

お
そ
ら
く
は
漢
叔
か
ら
の
前
択
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ソ
グ

ド
語
訳
が
断
片
的
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
収
集
の
敦
娘
出

土
文
献
に
漢
文
と
ウ
イ
グ
ル
文
の
短
冊
織
別
紙
が
貼
り
つ
け
ら
れ
た

も
の
で
、
写
本
需
号

O
『
・
∞N
-
N
\∞切
(
n
z
-
a
・
0
2
)
の
巻
子
本
で
あ

る
。
仏
陀
蹴
陀
縦
択
で
は
大
.
t
hハ
九
0
.干
|
六
九
二
下
一
一
七
に
相
当

す
る
。
こ
の
断
簡
を
校
訂
し
独
訳
を
し
た
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ト
は
当
初

吋
観
無
批
舟
経
』
に
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
が
(
戸

間
色
n
F
o
p・
b
t
s
R
R
Z

満
足
g
b
n
守
S
3
3
位
向
侍
句
匂
コ
.
早

R
F
S

ミ
5
2

ヨ
句
-
-
→
巴
F
Z
忠
常
一z
a
-
Z
N∞
・ω

・
8
1
m
m
(
U
g

u
z
B
E
E
Z
x
e
)
、
そ
の
後
ヴ
ェ
l

ラ
ー
に
よ
っ
て
本
経
の
ソ
ダ
ド

語
訳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
(
吋
毛
色

2

・
2

回
。
ョR


r
ロ
ロ
伺
E
H
N
ロ
ヨ

ω
O
伺
色
町
一
切
の

y
g
d
U
Y可
壁
面
t
斗
O
M
E
w
-
s
ミ
。
ョs
a
S
H
E

匂
町
、
九
n
h
H
入
、
。
H
q
a
h
H向
。
L『
。
、t
a
n
H
h句
H
H
h
h
t
a
。
」
『HV
-
崎
町
h
H
H
F
。
町
内

向
、
法
"
、
崎
、
包

.
H
U
、
。
L、
、
主
吋
宮
崎
〉
・
〈
O
F
-
-へ
】
∞ω∞
1
ω吋
r
E
u
・
ω
h由
ア
品
{
}
晶
一

本
艇
は
鳩
摩
緑
什
が
イ
ン
ド
の
諸
附
の
著
作
か
ら
仰
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
部
分
を
合
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
縦
什
の
弟
子
僧
叡
の
脅

い
た
本
経
の
序
で
あ
る
「
関
中
山
神
経
序
」
に
は
、
そ
の
典
拠
と
な
っ

た
諸
師
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
馬
鳴
(
〉
を
おy
o
g
)の

吋
端
正
な
る
難
陀h
G
S
ミ
ミ

g
g
h
t
)
か
ら
の
引
川
を
合
む
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
松
海
誠
廉
「
論
伽
行
派
の
祖
と
し
て
の
馬
鳴
」
(
吋
大

正
大
学
研
究
紀
要
』
三
九
、
一
九
五
阿
年
)
を
見
ら
れ
た
い
。

【
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
分
】

も
し
行
者
が
仏
逃
を
求
め
て
抑
に
入
る
な
ら
ば
、
ま
ず
心
を
集
中

さ
せ
て
専
ら
十
方
三
世
の
諸
仏
の
生
身
を
念
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
地

・
水
・
火
・
風
・
山
・
樹
・
市
・
木
を
念
じ
て
は
い
け
な
い
。
天
地

の
中
の
有
形
の
も
の
、
お
よ
び
そ
の
他
の
も
の
を
決
し
て
念
じ
て
は

い
け
な
い
"
た
だ
誠
仏
の
中
.
身
が
胤
常
に
あ
る
と
こ
ろ
を
念
ぜ
よ
。

た
と
え
ば
大
海
の
清
い
水
の
真
ん
中
に
あ
る
山
の
王
須
跡
山
の
よ
う

に
、
間
夜
に
大
き
な
火
を
燃
や
す
よ
う
に
、
大
き
な
施
例
の
中
の
七

支
の
簡
の
よ
う
に
、
仏
身
も
こ
の
よ
う
に
三
十
二
相
八
十
積
好
が
あ

り
、
常
に
無
眠
消
伶
の
光
明
を
青
空
に
肱
つ
。
常
に
仏
の
身
体
の
特

徴
を
念
ず
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
行
者
は
す
な
わ
ち
十
方
一
一
一

枇
の
諸
仏
が
こ
と
ご
と
く
心
の
日
の
前
に
あ
る
の
を
得
て
、
す
べ
て

を
こ
と
ご
と
く
見
る
の
で
あ
る
の
二
.
昧
し
て
、
も
し
心
が
他
の
と
こ

2う3
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ろ
に
向
け
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
反
し
て
念
を
仏
身
に
向
け
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
時
、
東
必
の
一
一
一
百
千
万
億
の
積
々
無
肢
の
諸
仏
を
見
る
。

同
じ
よ
う
に
市
必
・
附

K
M・
北
K
M・
聞
紙
-
K

ド
に
も
思
う
が
ま
ま

に
す
べ
て
の
仏
を
見
る
。
人
が
夜
に
思
宿
を
観
じ
て
百
千
無
敵
視
の

粧
術
を
す
べ
て
見
る
よ
う
に
の
訴
献
は
こ
の
・
・

J
J昧を
如
何
て
無
恥
劫
の

治
則
非
を
除
い
て
概
く
し
、
そ
し
て
斡
い
邦
は
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
(
ト
人
.
止
一
五
、
二
八
一
上

l

中
)

ω
ヨ
忠
勝
多
縦
神
経ι

漢
択
は
東
M
H
・
仏
陀
蹴
陀
線
(
回
孟
舎
陶
芸
包
日
覚
賢
一
一
一
.
h九

1

間
二
九
)
択
(
二
一
巻
、L
八
.
止
一κ
Z
0
・2
∞
コ
.
0
0
|
一
一
一
一
一
瓦
)

が
伐
る
。
本
経
は
叔
者
の
仏
陀
蹴
陀
躍
が
慧
速
(
一
二
三
四
1

凶
一

h
ハ
)
の
嫌
山
に
移
つ
て
の
ち
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
(
四
一
一
一
一
年
ご

ろ
)
。
こ
の
経
は
抑
観
の
実
修
に
関
し
て
、
特
に
数
息
観
の
説
明
に

却
し
い
。
神
法
の
実
地
に
お
け
る
指
導
舟
と
し
て
説
む
こ
と
も
で
き

よ
う
の
し
か
し
な
が
ら
、
前
山
の
『
坐
抑
三
味
経
』
『
修
行
道
地
経
』

に
比
べ
る
と
、
そ
の
神
法
の
体
系
化
に
つ
い
て
は
簡
略
に
過
ぎ
る
而

も
見
受
け
ら
れ
る
。

川
川
吋
ト
八
乗
本
生
心
地
観
経
』

漢
択
は
店
・
般
若
(
司
s
-
g
)訳
(
八
一
一
年
)
の
八
巻
十
三
日
間

(
わ
人
.
止
ゴ
一

Z
o
-
-
m∞二
九
O
|
二
一
一
.
二
)
で
あ
り
、
同
択
は
『
同
択
一

こ
の
煙
山
を
も
っ
て
三
界
は
唯
心
で
あ
っ
て
、
心
を

名
づ
け
て
地
と
な
す
の
で
あ
る
‘
(
観
心
日
間
第
十
、
大
正
一
二
、
・

4

一
二
七

上
二
一
1
1
コ
h
ハ
)
。
こ
の
最
後
の
部
分
が
本
経
の
名
の
山
米
寸
心
地

に
な
る
の
で
あ
る
の

る
の
で
あ
る
。

鋭
い【

参
考
文
献
】

，

J
;
昧
ハ
級
典
リ
新
制
a

多
く
は
な
い
の

ト
亦
初
川
智
持
リ
仏
教
経
典
史
冶U
(
法
蔵
・
郎
、
、
一
九
八
一
年
復
刻
)
、

-
二
、
大
乗
経
典
史
論L
第
一J
Y市

m
・

4

一
味
経
典
、
.
:
八
八
l

附

と
い
う
主
題
で
品
川
か
れ
た
も
の
は
そ
れ
ほ
ど

二
二
百
H。

i昧!喜子典 i部

大
市
飽
舛
寸

J
J
.味
線
典
の
叔
山
と
受
符
(
二

l

竹
法
護
・
ぷ
山
続

を
中
心
に
l

」
(
守
仏
教
文
化
研
究h

・

J

て
一
九
七
五
年
)
一

六
l
i
κ

川
円
彼
の
.
一
.
昧
経
典
に
関
す
る
治
文
は
こ
の
治
文
一

八
氏
の
花
⑨
に
挙
げ
ら
れ
、
ま
た

4
.法
越
と
.
一
一
味
続
典aq印

仏
研
い
.. 内
1

.. 、

.
A七
九
ー
κ

八
=
・N
Hも
あ
る
.

け
本
仏
教
学
会
縦

1仏
教
に
お
け
る
:
.
昧
思
惣
心
〈
ヂ
来
年
書
店
、

一
九
七
六
年
〉
れ

ま
た
、
初
期
大
乗
仏
教
に
関
す
る
符
作
、
た
と
え
ば
、

静
谷
.
止
蛾
吋
初
期
大
乗
仏
教
の
成
政
過
刑
判
川
(
阿
草
苑
、
一
九
じ
門

8 

切
経
』
続
集
部
六
に
あ
る
の
党
本
・
戯
択
と
も
に
庇
存
し
な
い
。

詳
し
く
は
同
択
の
解
題
(
常
艦
大
定
・
幸
村
法
輪
)
を
参
照
さ
れ

た
い
が
、
経
典
に
合
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
忠
忽
は
般
店
経
・
縦
席
続

・
法
草
経
・
革
厳
続
・
視
鏡
能
等
の
大
乗
経
典
、
さ
ら
に
コ
域
伽

協
調h
U
俄
大
乗
論
」
等
の
唯
識
忠
忽
の
論
向
が
、
そ
れ
ら
の
地
縦
に

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
経
は
大
乗
仏
教
末
期
の
成
立
と
ヨ

わ
れ
る
。

2う4

内
容
は
、
出
家
し
た
後
に
阿
蘭
若
に
人
り
仰
に
よ
っ
て
心
を
観
ず

る
と
い
う
修
行
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
善

説
に
山
家
・
作
家
を
分
け
、
花
山
本
の
書
磁
の
過
失
を
挙
げ
て
出
家
普

磁
の
功
徳
の
大
き
さ
を
説
く
点
で
あ
る
(
服
拾
品
第
一
一
一
)
。
そ
し
て

出
家
し
た
善
説
は
阿
締
法
に
入
り
、
設

-
a
所
・
七
慢
・
二
一
碍
等
の

恐
怖
を
離
れ
〈
離
世
間
品
第
六
)
、
ゴ
一
十
七
の
不
浄
観
を
得
て
(
献
身

日
間
第
七
)
、
十
の
波
縦
盤
を
成
就
す
る
(
波
繰
蜜
日
間
第
八
)
。
そ
し
て
、

い
か
に
心
を
観
ず
べ
き
か
文
殊
菩
薩
が
問
う
の
に
答
え
て
、
「
静
男

子
よ
、
ゴ
一
界
に
お
い
て
は
心
を
巨
と
す
る
の
で
あ
る
。
よ
く
心
を
観

ず
れ
ば
解
脱
に
至
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
世
に
峨
没
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
の
人
び
と
の
心
は
大
地
と
同
じ
で
あ
る
。
五
穀
・
丘

果
は
大
地
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
る
。
同
織
に
、
心
法
は
世
・
出
世
の
、

詩
感
の
瓦
趣
と
、
有
争
・
無
学
、
独
覚
・
苔
磁
お
よ
び
如
米
を
生
ず

平
川
彰
吋
初
期
大
乗
仏
教
の
研
究

h
I
-
E
(
平
川
彰
著
作
集
-
ニ

・
問
、
春
秋
社
、
一
九
八
九
・
九
O
年
)
。

同
『
浄
土
忠
怨
と
大
乗
成
い
(
同
七
、
一
九
九
O
年
)
。

藤
川
宏
述
吋
原
始
浄
上
思
怨
の
研
究
ι
(
泊
波
市
門
店
、

年
)
。

月
輪
賢
隆
司
仏
典
の
批
判
的
研
究

h
(
目
撃
苑
、

も
容
照
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、

一
九
七
υ

一
九
七
一
年
)
。

以
下
に
挙
げ
る
以
外
の
中
同
の
宗
教
思
想
、
特
に
抑
忠
利
必

を
抜
っ
た
強
引
作
・
論
文
、
あ
る
い
は
訳
経
史
に
関
す
る
著
作
(
側
々

の
訳
者
に
関
す
る
も
の
を
合
む
)
も
怠
照
さ
れ
た
い
。

鎌
m
茂
雌
吋
山
・
同
仏
教
山
人
ト
(
れ
波
全
治
円
、
一
九
七
八
年
〉
。

正
城
山
駅
間
郎
吋
山
・
同
仏
教
思
怨
の
形
成
ι
(筑
摩
市
内
服
、
一
九
七
一

年
)
h

日
比
仏
に
と
っ
て
前
一
裂
な
現
花
十
方
諸
仏
に
関
し
て
は
、

ω悦
山
雌
一
-
般
舟

J
J
.昧
続
'
(
吋
浄
上
教
の
思
想
い
二
、
講
談
社
、

一
九
九
二
年
〉
的
特
に
「
序
説
一.
7
X智
度
論
ド
に
お
け
る
現
花

卜

M
m
仏
の
説
明
a

.

.
 
一
九
氏
以
下
、
娘
び
に
‘
あ
と
が
き
に

か
え
て
1
1

靴
界
a
の
概
念
に
つ
い
て
l

」
J

三
一
一
六
氏
以
下
れ

を
怠
賊
さ
れ
た
い
"

側
別
の
経
典
に
つ
い
て
は
、

2うう

そ
れ
が
必
ず
し
も
・

e
.

昧
経
典
を
中
心



ー"...

l~媛大県続典解.出

に
論
じ
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
一
一
一
味
経
典
を
敏
っ
た
も
の
は
多
い
の

で
、
線
必
論
文
目
録
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
い
。

9 

文
殊
部

概

論

文書乱部

【
文
殊
経
典
】

大
乗
仏
教
の
続
出
川
に
は
無
数
の
有
名
無
名
の
跨
雌
が
技
場
す
る
が
、

A
A

〈

ι
4
r

時

地
初
に
現
わ
れ
た
し
人
乗
の
持
雌
は
弥
制
と
文
殊
に
代
去
さ
れ
る
"
し

か
し
、
弥
肋
は
大
乗
仏
教
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
名
は
知
ら
れ

て
お
り
、
部
派
の
論
尚
に
も

A
V
J
同
情
す
る
の
に
対
し
て
、
文
殊
は
最
初

か
ら
大
乗
の
持
説
と
し
て
級
典
に
現
わ
れ
た
こ
と
は
花
目
さ
れ
る
。

文
殊
経
典
と
い
う
呼
び
名
は
い
さ
さ
か
暖
昧
で
は
あ
る
の
現
作
、

ソ
大
正
蔵
級
い
に
収
め
ら
れ
て
い
る
続
典
の
中
で
、
続
組
に
文
殊
の

名
が
入
る
級
典
は
じ
ハ
卜
続
近
く
も
あ
る
の
見
出
航
知
を
合
め
れ
ば
、
さ

ら
に
そ
の
数
は
哨
え
る

n

ま
た
、
一
度
で
も
文
殊
の
名
が
川
る
級
典

を
加
え
れ
ば
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
"
仏
の
説
法
の
会
怖
に
、
文

殊
が
大
乗
の
芹
献
の
上
白
と
し
て
そ
の
名
を
述
ね
る
経
典
は
数
多
く

9 

2ラ6

小
漂
憲
珠

一一-一一

一
方
で
、
経
題
に
文
殊
の
名
が
な
く
て
も
、
文
殊
が
市
=
襲
な

役
を
担
い
活
服
す
る
経
典
も
多
い
。
換
ヨ
す
れ
ば
、
文
殊
は
常
に
大

乗
の
汚
磁
の
代
表
棉
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
の

ぷ
続
山
人
のk
で
は
、
大
乗
経
典
を
般
初
に
・
訳
出
し
た
月
支
同
山
身

L
b

か

e
ん

の
支
鹿
迦
識
が
い
る
。
守
山
一
二
諸
問
記
集
い
巻
ト
三
に
よ
れ
ば
、
彼
は
後

E
A
p
s
e』
a
v

棋
の
彼
・
怖
の
治
快
ド
、
一
七
八
1

一
八
九
年
の
聞
に

1道
行
般
行

ι

ゆ
り
』
う
ど
ん
は

A
E
A
W
F
-
A
量
レ

経
L
V
M
m
厳
続
い
守
般
舟:
4

昧
経
九
の
」J
J艇
を
・
ぶ
し
て
い
る
。
さ
ら

に
河
川
三
蔵
記
集
心
巻
一
.
で
は
、
立
虫
迦
識
択
を
ト
内
経
あ
げ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
文
殊
の
名
の
山
る
経
典
は
、
守
道
行
般
将
棋
帆
九
叶
内

初
厳
続
い
(
羽
存
し
な
い
が
、
後
に
鳩
摩
縦
什
が
可
尚
初
厳
一
二
昧
一
級
い

a
k
ん
t
4

だ
ん
乱

v
t
f
・

を
ぷ
山
)
ソ
他
氏
陀
縦
続
L
1附
閲
快
ド
.
続ι
リ
文
殊
附
利
問
持
政
将

t
t

宇

続
U
M
N沙
続
い
(
後
の
コ
ハ
十
低
下
厳
経
い
如
来
名
り
n
mに
相
当
)

沿
い
ぞ
号

υ

島
町
〈
柑
ん
仰
A
J

河
内
成
百
日
間
(
官
〉
続
ト
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る

が
、
ー
片M
m
厳
.
二
昧
続U
と
口
附
問
枇
巨
緑
川
と
は
特
に
文
殊
と
の
関

係
が
深
い

n

あ
る
。

2う7
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